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本制度の概要・研究テーマ１

１．本制度の概要

　交通運輸技術開発推進制度は、安全安心で快適な交通社会の実現や環境負荷軽減
等に資するイノベーティブな技術を発掘から社会実装まで支援する競争的資金制度
です。

２．研究テーマ

　 技術シーズ・現場ニーズのマッチングにより応募が想定される研究課題が、直
近の交通運輸分野を取り巻く社会情勢や政策課題の解決にも寄与するかを勘案し
たうえで、研究テーマを毎年度設定しています。

安全

競争力強化・市場創出

環境維持管理・減災・防災

公共交通の確保・維持

国土交通省の政策課題

政府方針（成長戦略など）

直近の交通運輸分野を取り巻く社会情勢

現場を所管する関係局
の行政ニーズ

（参考：令和２年度）
Society5.0 実現に向けた基盤的技術等の交通運輸分野への活用に寄与する技術開発



研究の進め方

研
究
実
施
主
体
　

国
土
交
通
省
　

前年度（1月～３月） １年目 ２年目 ３年目

申
請

研究終了後

　

研究テーマの
公示

研究開発
成果報告会

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
調査

研究実施 実用化等に向けた取組

採
択
・ 

委
託
契
約

評
価
・ 

助
言

評
価
・ 

助
言
・継
続
決
定

委
託
契
約

評
価
・ 

助
言
・継
続
決
定

委
託
契
約

研究課題

 審査 
1年目
評価

終了
評価

2年目
評価

〇研究テーマの公示を行い、研究期間は３年以内、研究費は基本的には１件あたり上限　

　6,000万円として研究課題を募集します。

〇研究課題の採択にあたっては、外部有識者委員会に諮り、研究課題を決定します。

〇複数年の研究課題については、毎年度評価を実施し、継続の可否を決定します。

〇研究期間終了後、研究成果の実用化状況等のフォローアップ調査を行います。
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公募スケジュール・審査方法３

公募要領の公表（公募の開始）

申請受付（４0日間）

公募説明会

審査（書面、ヒアリング）

採択課題の決定・公表

委託契約の締結（研究開発の実施）

公募の締切り

５．審査方法

　研究課題の採択審査は書面審査及びヒア
リング審査により専門的・技術的評価及び
行政的評価の総合的な観点から行います。

①行政課題解決への寄与
②施策実施スケジュールとの整合性

①研究内容の独創性や革新性
②研究目標や研究計画の具体性
③交通運輸技術の向上の可能性
④実用化・事業化の見通し

専門的・技術的評価

行政的評価

４．公募スケジュール（一般的な例）

※令和３年度のスケジュールについて
は、決まり次第国土交通省HPに掲載い
たします。


